
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ２ 年 ６ 月 １ ２ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 6 0 4 「 雨 を 降 り 注 ぎ 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 一 同

教会 学 校 絵 本 「 ま よ え る 小 羊 」 牧 師

讃 美 聖歌 642「望みも消えゆくまでに」 一 同

聖書 朗 読 Ⅰテサロニケ4:1-7

奨 励 第一テサロニケ書の福音(第6回) 牧 師

主 題 「聖められた者として」

讃 美 聖 歌 5 7 7 「 聖 な る 者 と 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 6 「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ヨ ブ 記 第 20,21 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《今週の歩み》
６ /12(日 )聖 日 礼拝

/13(月 )
/14(火 )
/15(水 )10-12:OBSｸﾗｽ
/ 16(木 )10:00聖 研
/17(金 )
/18(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの課題》
①コロナ禍の速やかな終息のために
②礼拝に来れなかった人々のために
③教会学校の子供たちが救われますように

良 書 ハイ ラ イ ト 「 ギ ュ ッ ツ ラ フ訳聖書 に思 う 」
福岡伸一 （ 「 福 音と 世界 」 2018年 ５ 月 号 よ り ）

昨 年 、 私 が 勤 務 す る 青 山 学 院 で 、 歴 史 に 残 る 様 々 な 聖 書 を 陳 列 し た
「 聖 書 展 」 が 開 催 さ れ た 。 そ こ に 「 ギ ュ ッ ツ ラ フ 訳 ヨ ハ ネ 福音 書 」 が 出 展

さ れて いた 。 こ れ は徳 川 幕府 がま だ鎖 国 を 続 け る 江戸 時代 後期の 1830

年代 、 マ カオ にいた ド イ ツ人宣教師カール ・ ギ ュ ッ ツ ラ フが訳 したもの で 、

最古 の日本語聖書 と され る 。

黄 ば んだ 紙 に 黒 い カ タ カ ナ 活 字 で端 正 な 文 字 が 並 んで い た 。 有 名 な

冒 頭 の 一 句 「 初 め に 言 が あ っ た 」 は 、 ギ ュ ッ ツ ラ フ 訳 で は こ ん な ふ う に

訳されている 。 「ハ ジ マ リ ニ カ シ コ イ モ ノ ゴ ザル 」

18 03年 、 プ ロ イ セ ン 領 ポ メ ラ ニ ア (現 在 の ポ ー ラ ン ド )に 生 ま れ た ギ ュ

ッ ツ ラ フ は 、 東 南 ア ジ アで の宣 教 に 従事 し た 後 、 マ カ オ に滞 在 し て い た 。
こ の と き 彼 は た ま た ま 日 本 の 漂 流 漁 民 三 名 を 保 護 し た 。 江 戸 時 代 の 有
名 な 漂 流 者 ジ ョ ン 万 次 郎 以 前 の こ と だ っ た 。 ギ ュ ッ ツ ラ フ は 尾 張 国 出 身
の彼 らの助けを借 りて 、 聖書の日本語訳に取 り組 んだのである 。 ゴ ザ ル 、
と い っ た ち ょ っ と ユー モ ラ スな表現は漁民達の言葉の影響だろう 。
ガラス越しにこの聖書を見つめていて私の心に 、ある疑問が浮かんだ 。

今では 「言葉 」と訳されている箇所が 、どうして 「カシコイモノ 」な のか？

宗 教 学 の 先 生 が 教 え て く れ た 。 ギ リ シ ャ 語 の 原 典 で は こ こ は 「 ロ ゴ ス 」

で す 、 と 。 そ う な の だ 。 初 め に あ っ た の は ロ ゴ ス な のだ 。 ロ ゴ ス と は 言葉

そ し て 論 理 。 名 づ け る 力 と し て の ロ ゴ ス 。 人 の 知 恵 の 源 泉 と し て の ロゴ

ス 。 そ して神の言葉と してのロゴ ス 。 それがカシコイモノなのであ る 。 な ん
と ま っ す ぐ な翻訳なのだろう 。
私 も ま た 科 学 者 と し て ロ ゴ ス を 信 じ 、 ロ ゴ ス の 力 で 自 然 を 説 明 し よ う

と し て き た 。 一 方 で 、 生 命 と 自 然 (哲 学 用語 で ピ ュ シ ス )は 本 来 、 連 続 し 、
絶えず移ろいゆくもの 、つまり動的平衡として存在している 。はたし て 、 ピ
ュ シ ス は ロ ゴ ス に よ っ て 説 明 し 尽 く せ る の だ ろ う か 。 道 を 求 め る 旅 は 、
遙 か に遠い 。
ギ ュ ッ ツ ラ フ は 生 き て い る 間 に 、 つ い ぞ こ の 聖 書 を 日 本 に 届 け る こ と

がで きなか っ た 。 漂 流 民 たち の帰国の夢 も叶わなか った 。
福岡伸一 （ 青山学院大学教授 ・ 米国 ﾛｯｸﾌｪ ﾗｰ大 学 客員教授 ［ 生 物学 ］ ）


